
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  低水温のため、乗っ込みが少々遅れ気味の伊勢湾。 5 月 7 日（水）、 

 神島の北西にある西度合礁の水深 16m の浅場で、船長が「10 年来見 

たことのない超大物！」という“97ｃｍ・9.7ｋｇのマダイ”が、釣 

り上げられた。   

7 日は、上弦の月・小潮最終日で 10 時 30 分満潮、釣り場周辺は 

晴れてはいたが、北西の風が少々強かったとのこと。 

  釣り人は、久六釣船の常連で大ベテランの稲垣さん。 稲垣さんは、 

一人で仕立て船に乗り込み、手釣りで大ダイをゲット。 

仕掛けは、船宿仕掛けで、枝糸フロロカーボン 6 号 160ｃｍ3 本バリ、 

ハリは伊勢尼 12 号。 幹糸は、枝糸より 1 号太いフロロカーボン 7 号。 

  当日は、このマダイの他に、クロダイ・スズキ・ヒラメなども上がって 

おり、これからの水温の上昇で、一気に、乗っ込み最盛期に突入するもの 

と思われます。  

 

 

  

 

    5 月 8 日（木）の「中日スポーツ・釣り速報」には、鳥羽市石鏡港の 

幸徳丸から、前日の 6 日（火）の夕刻、石鏡沖で上がった 80ｃｍの 

大ダイも報告されております。  

    船長に問い合わせると「連日、70ｃｍは上がっているが、80ｃｍ 

  は珍しい。 去年の今頃は 20℃の水温があったが、今年は 16℃しか 

なくアタリは少ない。 しかし、当たれば大きいので油断せずに集中し 

て釣って欲しい」とのこと。 

 現在の中部地区のマダイ釣りに関しては“水温上昇待ち”の所が、 

多いようです。 くれぐれも海水温のチェックを怠りなく ‼ 
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[ 帰港後、97cm のマダイを手に ] 

80cm   ! 
 

 

 

[ こちらは 80cm のマダイ] 
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< 情報提供：久六釣り船（師崎港 ℡ 0569-63-1859） 

幸徳丸    （石鏡港  ℡ 0599-53-2371）> 

[ 松岡 隆春 H26．5．9．] 


